
2022年度 第2回細胞検査士会役員会議事録（案） 
 

 

日時：第61回日本臨床細胞学会秋期大会 

2022年11月4日（金） 13：00～14：45 現地 ＆ Web 会議 

場所：仙台サンプラザホテル  3F クリスタルルーム 

出席者： 

【会長】阿部仁 

【副会長】澁木康雄，山城篤 

【幹事】青木裕志，仲村武，棚田諭， 平田哲士，三宅真司，遠藤浩之，松本慎二，加戸伸明，

横山俊朗，阿部英二，古田則行，柿沼廣邦，田路英作，伊藤仁，原田仁稔，河村憲一，

木下勇一，小林幸弘，小山芳徳，内山勲，佐々木健司，今枝義博，岸本浩次，土田秀， 

町田知久，南部雅美，藤岡学，有田茂実，長友忠相，片山博徳，宅見智晴，服部学，

廣井禎之，藤田勝，中村純子，小材和浩，丸川活司 

【監事】石井保吉，鳥居良貴 

欠席者：田口雅子，河原明彦，姫路由香里 

 

会の成立：役員45名中42名出席，委任状提出3名で会が成立した． 

議長：阿部会長が青木総務委員長を指名 

議事録作成：棚田諭，中村純子 

議事録署名人：石井保吉，鳥居良貴 

 

Ⅰ．開会 

 

Ⅱ．会長挨拶 

今回の役員会は通常の役員会と異なり，最初に佐々木寛先生の方からご講演をいただき，その

後に通常の役員会を行なう予定である． 

佐々木寛先生は，日本臨床細胞学会幹事以外にも，日本婦人科癌検診学会の理事長，日本人間

ドック学会理事，東京慈恵医科大学客員教授，徳洲会千葉徳洲会病院の婦人科部長を務めてい

る．今回は職域検診における子宮頸がん検診の最新の動向ということでご講演いただく． 

「職員機検診における子宮頸がん検診の最新動向」佐々木寛先生のご講演（ZOOM） 

 

今後の日本臨床細胞学会開催および国際学会予定報告 

・第64日本臨床細胞学会総会春期大会 

2023年6月9日（金）～11日（日），藤井多久磨，愛知名古屋国際会議場 

・第62回日本臨床細胞学会秋期大会 

2023年11月4日（土）～11月5日（日），横山正俊，福岡国際会議場，福岡サンパレスあ

るいはマリンメッセ福岡 

・第65回日本臨床細胞学会総会春期大会 

2024年6月7日（金）～9日（日），森井英一，大阪国際会議場 

・第63回日本臨床細胞学会秋期大会 

2024年11月16日（土）～17日（日），進伸幸，千葉幕張メッセ 

・第66回日本臨床細胞学会総会春期大会 

2025年，田畑務，東京 

 

臨床細胞学会関連の連絡事項 

・第55回細胞検査士資格認定試験 

1次試験：2022年10月29日（土），CIVI研修センター新大阪東および新大阪丸ビル別館に

て実施終了 

2次試験：2022年12月3日（土），4日（日）ウインクあいち（愛知県，名古屋市）にて実

施予定 



・2023年IAC試験：6月24日（土），ＡＰ浜松町にて実施予定 

 コロナ禍で2年間開催できておらず，今回の受験者の選定基準・運用等については未定 

 

Ⅲ．議事録確認 

2022年度第1回細胞検査士会役員会議事録の確認 

議事録として成立 

 

Ⅳ．報告事項 

1．物故会員 

  物故会員に対する黙祷（阿部会長）                                    

2．2023-2024年度細胞検査士会役員選挙 

 ・選挙人の登録（最終調整中） 

・幹事候補者29名の無投票当選の報告 

・新たに選出された幹事の中より選挙人による会長および副会長の選出を2023年2月までに

実施する予定 

・公示および一般会員からの立候補については，ホームページに選挙の要綱等を掲載してお

り，改めては掲載していない．選挙人の登録で申請のなかった3県（栃木県・岐阜県・香川

県）については改めて申請なしである旨を確認しており，理由については検査士会の方か

ら確認予定 

・選挙実施要綱にある，次回選挙においては本法人正会員であるすべての会員を選挙人とす

る方法を検討する件について，選挙管理委員会から機会をもって報告の予定 

・次回役員選挙においてはWEBによる投票で実施する方法を検討する件について，日本臨床

細胞学会がその方向で進んでいるので，足並みをそろえて進めていく予定 

【追加】 

・選挙人の登録で申請のなかった3県について，検査士会で確認したところ通信障害が原因

であった．いずれも期限内に申請がされていたことが確認できたため，選挙人リストを修

正して細胞検査士会ホームページにて公開した． 

・選挙人（投票者）257名および幹事（役員）30名を細胞検査士会ホームページにて公開

（公示日11月15日）したが，「細胞検査士会 2023-2024 年度役員選挙実施要綱」に

定められた期間内に異議は挙がらなかった．（参考：資料1，2） 

・上記事項は，12月1日に役員会の役員宛にメールにて追加報告し，本議事録に経緯を記録

した． 

 

Ⅴ．議案 

１号議案：2023年度事業計画及びこれに伴う予算案 可決・承認 

     仲村経理委員長より説明 

２号議案：会計に関する運用細則の変更 可決・承認 

     仲村経理委員長より説明 

     それぞれ毎会計年度開始前に役員会及び本法人理事会承認後，検査士会総会で報告

するという事に変更となる． 

     平田規約委員長より補足説明 

     3号議案の内容が理事会で正式変更されて規約が変わるのに伴い，当会の運用細則の

変更となる． 

3号議案：公益社団法人日本臨床細胞学会 細胞検査士に関する施行細則の変更 可決・承認 

     阿部会長，仲村経理委員長より説明 

     専門医の若狭先生より，総会で承認ではなく報告と言う形になっているということ

で現状に則していない旨，理事会より変更の案件がおりてきたので，専門医会と検

査士会と同じ運用でいきたい意向があり見直しとなった． 

     平田規約委員長より補足説明 

     承認から報告に変更となり，総会での議案から「事業計画及び予算」と「事業報告

及び収支決算」が外れ，報告事項に変更となる．新たに承認を求めることが明記さ



れたので，運営に関する重要事項というものが何なのかを，細則や内規等で定めて

おく必要がある． 

 

Ⅵ．確認・検討事項 

1．検診アドバイザリーについて（阿部会長） 

佐々木先生からのご講演での細胞検査士のアドバイザリーの提案に関して，担当等も今後決め

ていく必要があるが，細胞検査士会としては積極的に理事会の方に協力をしている旨伝え，な

おかつ細胞検査士のアドバイザリー，検診アドバイザリーについてまずは予定スケジュールを

考えて行く方向で進める． 

（参考）専門医の方のアドバイザリーは日本臨床細胞学会の中でワーキンググループが立ち上

がって，それから今そういう制度を作ろうと動いている． 

 

Ⅶ．その他 

1．第82回の細胞検査士教育セミナーの報告（原田幹事） 

実施委員長である原田幹事より，2,100名を超える参加人数で無事終了することができた旨，

報告とお礼が述べられた． 

 

Ⅷ．閉会 
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資料2 


